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？？？またまた裁判官交代
吉岡奈保子

２０１０年４月２７日、大阪高裁で「靖国

イヤです訴訟」控訴審の第四回弁論がおこな

われました。今回、またまた裁判官（陪席）

が替わりました。毎回のように裁判官が交替

するとはいったいどういうことなのでしょう

か。この控訴審の最初から数えてもう四回目

になります。この最後の（たぶんこれで最後

になると思んですが 、判決を書くことになる）

裁判官が、これまで出された証拠や文書をき

ちんと読んでいるのか、たいへん気になると

ころです。

さて、もう一度弁論の更新です。加島弁護

士は第７準備書面に即して、この裁判のポイ

ントは国と靖国神社が共同不法行為をおこな

っている点にあることを強調しました。合祀

そのものは靖国神社がおこなったにせよ、原

審で証拠として提出された「新資料集」で、

戦後の合祀は、靖国神社と綿密な打ち合わせ

、の上で国が組織的に情報を提供するなどして

国の主導の下で進められたものであることが

如実に示されています。これは国と靖国神社

との「共謀」であり、百歩譲っても国が靖国

神社の合祀を「認容 、あるいは「幇助」する」
ほうじよ

ことにあたり、いずれも国と靖国神社の共同

不法行為を形成する要件となります。

この点について国と靖国神社は２点にわた

る反論をおこないました。

第１点目は、これまで何度も繰り返されて

いることですが、国が靖国神社に個人情報を

提供することは「一般的調査回答義務」だと

いうのです。原判決においても「戦没者情報

の把握それ自体は、遺族援護のための被告国

の業務であり、他の団体にも戦没者情報を提

供していた」として、靖国神社への戦没者情

報の提供は問題がないという見地を示しまし

た。

第２点目は、靖国神社の合祀は、全てが国

の情報提供によるのではなく、靖国神社が独

自に調査をして合祀した場合も含まれている

というのです。

これらの反論に対して加島弁護士は丁寧に

再反論をおこないました。

まず、第１点ですが、一般に戦争によって

亡くなった者という意味での「戦没者」情報

の把握とその情報の遺族・遺族団体への提供

はたしかに国の業務です。

しかし、靖国神社に合祀されている「戦没

者」の範囲は 「国事殉難者」と判定された者、

だけに限られています。第二次世界大戦だけ

でも戦死した日本軍人は約２３０万人、民間

人８０万人とあわせて合計３１０万人とされ

ていますが、この戦争に関係する靖国神社の

合祀者数は約２１０万人です。この人数の食

い違いが生じるのは、どんな「死に方」をし

たのか、それは合祀されるに“ふさわしい”

ものかなど、通常の「戦没者」の認知には必

要のない情報を調査・収集、選別し、その個
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人情報を戦没者とは何の縁もない靖国

神社に２００万人を超える規模で通報

したからです。国がたまたま靖国神社

の照会に応じて戦没者について答えた

というものではありません。この事実

が、国と靖国神社の共謀関係を示して

います。

「遺族援護」として行政がおこなう

べきことは、戦没者遺族の経済的支援

であり、決して「精神的援護」ではあ

りません。仮に靖国神社への合祀によ

って慰藉される遺族がいるとしても、
い し や

そうではない人も現にいます。行政が

「精神的援護」をおこなうことは、国

民の内心の自由に踏み込むことです。

こんなことが適法な行政行為と言える

余地は全くありません （そもそも「一。

般的調査回答義務」なる文言は法律用

、 。語ではなく 行政法には存在しません

国が靖国神社に対しておこなったこと

に、もっともらしさを付与するために

言われた言葉なのです ）。

第２点は、学徒動員による戦没者の

一部（１人 、対馬丸遭難者(約７００）

人 、外務省職員の死亡者(２人）につ）

いては、国がその氏名等を把握してお

らず、靖国神社が「積極的に調査し合

祀を決定していた」とするものです。

２００万人以上の合祀者の中でごく少

数について、国からの情報提供によら

ない例があったことをもって、国の関

与が部分的なものであったかのように

主張しています。

これらの死者は、軍人でも軍属でも

なく、戦前の合祀基準に従えば合祀対

象とみなされていないので、こうした

人々を合祀するかどうかは、国と靖国

神社との間で長らく懸案になっていま

した。その頃(１９５１年頃）に、合祀

されていない１人の死没学生について

儀式の要請があり、靖国神社はそれを

受けて地方自治体に照会したというこ

。 ）、とがありました その後(１９５７年

（ ）学徒動員による死者 国はすでに把握

も合祀に含めることが国と靖国神社の

協議の末に決定されました。

疎開児童を乗せた対馬丸の遭難者７００人

や戦闘行為をおこなった外務省職員２人につ

いては、遺族に見舞い金まで出していること

からすれば、当然国はその名簿を把握してい

るはずです。しかし 「対馬丸の遭難者とか外、

務省の職員等は厚生省においては把握出来て

おりません」という国会における政府の答弁

（往々にして真実に反する発言が平気で為さ

れる）を唯一の証拠として、国が知らなかっ

た戦没者を靖国神社が調査して合祀した例と

して原判決では認定しているのです。

加島弁護士はこうした諸事実を挙げて原判

決の誤りを詳細に批判しました。

次に第８準備書面の内容が康弁護士によっ

て報告されました。これは、まず第１に靖国

神社の合祀行為が「抽象的観念的行為」であ

るとすること、第２に原告が単に「不快の感

情」を抱いているに過ぎず、これはすでに山

口県自衛官合祀違憲訴訟の大法廷判決におい

て「法的利益性を否定された」ものに過ぎな

いということ、これらについての反論です。

第１の点について、原判決の中では正当に

も「一般に宗教行為の自由は、その行為が外

部的に表現される以上 「靖国神社が法人とし」

て宗教行為の自由を有していたとしても、何

らの制約もなしにその権利行使が許されるも

のではない」としています。

ところが、原判決では、靖国神社の合祀行

為を「極めて抽象的観念的なものであって、

」信仰の自由そのものと同視できるものである

とし、したがって、他者の権利を侵害するも

のではないという結論を導き出しているので

す。

合祀を、単なる名簿作成・保管行為に矮小

化した上で、さらにそれとも切り離された完

「 」 。 、全な 思考上の営み にしています しかし

現実におこなわれている春秋の例大祭などで

は荘重な儀式が執行され、それを通じて英霊

思想を布教宣伝しています。布教宣伝するこ

とが靖国神社の存在理由なのですから、それ

を否定する判決を靖国神社が支持していると

いうのも考えてみればおかしな話です。

第２の点についても、原判決において「故

人に対する追慕・慰霊とは、行為者の精神に
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おける死者との交流であり、追慕・慰霊行為

はその交流を実現する個人的な行為」である

と正しく述べられているところもあります。

しかし、その一方で「故人の遺族が独占的に

追慕・慰霊行為をし、他者のそれを排除しう

るような権利・法的利益を有しているとは言

えない」と述べて、靖国神社の合祀行為を無

罪放免にしています。

しかし、原判決の論法は的外れです。とい

うのも、靖国神社がおこなっているのは、そ

の死を悼み悲しむ「追慕・慰霊行為」ではな

く、その死を喜び、誉め称える「顕彰行為」

だからです。この提訴をおこなっている遺族

にとっては、その死を喜ばれることほどの苦

痛はありません 「国のため天皇のために喜ん。

で死んだ」という意味づけをされ、靖国神社

の布教宣伝に利用されること、これによって

遺族はその人格権を侵害されていると主張し

ているのです。他者が他の宗教によって追慕

慰霊をおこなうこと一般に反発しているわけ

ではありません。

今回裁判所に提出された第９準備書面は法

廷の場では口述されませんでしたが、その内

容は死者の人格権と遺族によるその代行行使

が可能であるというものです。この内容は以

前も主張されましたが、今回は、５通の陳述

書の内容（被爆死や特攻による戦死をからく

ものがれた方々の生々しい証言、戦争に反対

の立場であった夫が戦死したその妻としての

心情）によって補完されています。

その思想信条からして合祀を拒否していた

可能性のある人の場合は名誉権・プライバシ

。ー権の侵害による損害賠償の請求ができます

では、戦死を名誉とし合祀を望んでいた場合

はどうなのでしょう。その意志は「天皇をも

って現人神」であるとする「架空の概念」に

よって騙され、理性的な判断ができない状態

で形成されていました。戦後の天皇の「人間

」 、宣言 によって理性的な判断を取り戻した今

合祀を激しく拒否している人々が現に存在し

ているのです。戦前の価値観のまま合祀を継

続し続けることが死者たちの名誉を傷つけて

。いることがますます明らかになってきました

次回８月２４日はいよいよ結審となるこ

とが決まりました。

結審を前に何か述べておきたいことは…と

いう裁判長の言葉に、加島弁護士は、靖国神

社の合祀が単なる「抽象的観念的行為」では

ないことを示すために、現場検証…というの

はあまりに裁判所の負担が重いだろうと、靖

NHK DVD国神社に関する の番組を録画した

。 。の上映を提案しました 百聞は一見にしかず

これを見れば合祀が「抽象的観念的行為」な

どではないことが明らかです。この はDVD
、もちろん証拠として提出するものなのですが

ちゃんと中身を見るかどうかわかったもので

はありません。裁判長はこの提案を一蹴する

ことはなく 「どのぐらいの時間がかかるもの、

ですか」と尋ねていました。なんらかの形で

の上映が実現するかもしれません。

次回は「靖国イヤです訴訟」の弁論を傍

聴できる最後の機会です。これまで以上の

傍聴態勢を固めていきましょう。

予定表に入れて

くださいね！

いよいよ結審です！

◆ ◆◆ ◆次回・第５回弁論期日

日 時 ８月２４日（火）

午後３時～

法 廷 ２０２号

（傍聴抽選のため一時間前には裁判所正面

玄関周辺に集まって下さい）

裁判後かみ砕き学習会

裁判終了後すぐに移動

場所は弁護士会館を予定していますが、予約

の関係上、変更もありえます。

★弁論傍聴の最後の機会です、ぜひ多数駆け

つけてください！
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合祀いやです

訴訟傍聴記

宇佐美睦朗

（ ）日本基督教団神辺教会牧師

、 （ ）わたしは 自衛官合祀拒否訴訟 中谷訴訟

には直接関わっていませんでしたが、中谷さ

んとの出会いから中谷訴訟や支える会の活動

状況を知るにつけ、国（行政）の実態が如何

に個人の存在を無にしているかが分かってき

ました。戦前戦時中の個人が天皇の赤子であ

る時代ならいざ知らず、今日、今それが公然

と行われていることを許していることに、日

本が本当に、民が主の民主国家であるかを疑

わざるを得ません。その意味で、合祀いやで

す訴訟は、個人の尊厳、すなわち、憲法が謳

っている基本的人権とは…の答を得るために

。も重要な位置を占めていると理解しています

靖国神社国家護持法案が提出され、日本基

督教団西中国教区では、靖国神社問題特別委

員会を組織して廃案に尽力し、諸組織と連帯

して国家護持法案は廃案にすることができま

した。その時期、靖国神社国家護持、合祀と

はどういうことなのかの学びをしました。中

谷訴訟の原告である中谷康子さんも、学びに

加わった関係で、その後、起きあがった自衛

官である夫の護国神社合祀に、中谷さんはキ

ッパリと拒否する姿勢を示し、合祀拒否訴訟

を戦うことができました。

わたしは、今回の合祀いやです訴訟の傍聴

に、足を運んできました。一つは、日本基督

教団西中国教区靖国神社問題特別委員会の要

請もありますが、もう一つ、わたし自身、平

和を構築するために、日本の過去の歴史にお

ける戦争責任（加害も被害も）について、確

たる視点を持ちたいという願いがあるからで

す。

傍聴を続ける内に、田中伸尚氏の言う靖国

神社は、合祀することによって戦争責任を隠

蔽する装置であるという主張、高橋哲哉氏の

靖国神社は、感情の錬金術を生み出している

という主張が裏づけられました。

原告団長の菅原龍憲氏が、靖国神社の「祀

る自由」を問い続けるとその著作に記載して

いますが、信教の自由が憲法で保障されてい

るから、靖国神社が、自己の判断（実態は国

と連携して行った）で合祀して良いのだとい

う論理は、余りにも身勝手すぎる論理であり

ます。

どの社会にあっても、自己の権利を主張す

るとき、他者の権利を認めなければ社会は成

立しません。その意味で、合祀して欲しくな

いという主張を拒否する権利はなく、およそ

民主国家では許されない行為であります。ま

してや、人の心に関わりを持つ宗教団体は、

細心の配慮が必要であります。靖国神社の主

張は駄々っ子以上に幼稚な論理です。もっと

も、靖国神社には、あの戦争で、あなたの息

子は国家のために命を捧げのだから、顕彰す

るのだという論理で合祀してやったのだと言

っているのであります。

戦死者の三分の二が餓死者であるとさえ言

われているのに、国家のために命を捧げた、

。名誉の戦死など何処から言えるのでしょうか

餓死者はいわば棄民であります。国家に見捨

てられたのであります。だから、合祀するこ

とによって、兵士を見捨てた責任を隠蔽して

いると言っても過言ではないでしょう。およ

そ、人の命の尊厳性など露ほども持たなかっ

たのです。もっとも、今回の訴訟では、戦争

責任についての論点はありませんので、そこ

、まで論理を展開するのには無理がありますが

靖国神社を問題にするとき、終着点は、戦争

責任にあるのではないでしょうか。先の戦争

において、仏教界もキリスト教界も、自らの

戦争責任を告白しています。

靖国神社を含む神道にその表明は見られま

せん。前途有望な若者 万人（靖国神社合200
祀者公表２４６万柱）以上死に追いやったこ

とに何の責任も感じていないのでしょうか。

最後に、宗教者の立場から、人が神を決定

することを何故日本人は容認しているかと言

。 、うことです 人が神を決定すると言うことは

神を支配していることになります。誰かの都

合で決められた神を、有り難く尊崇できるの

でしょうか。

そのような日本人でいいのでしょうか。



- 5 -

｢私もイヤです！｣ ！原稿募集

｢イヤです通信｣１８号に同封してお届けした５人の意見陳述書（2010年２月、大

阪高裁に提出）を読んでいただいたでしょうか。

お父さんの合祀取り消しを求めた菅原龍憲さんに対して、靖国神社の神官は｢お父さんは

喜んでおられるかもしれませんよ｣と答えました。僧侶であった菅原さんのお父さんが兵士

となり、そして今もなお「神」として靖国神社に祀られていることを「喜んでいる」わけが

。 、 、 。「 」ありません この靖国神社の不遜 傲慢な言い方に原告一同 怒り心頭です それは違う！

と叫びなさいと、父や兄や叔父などに呼びかけたいのですが、死者は語れません。そこで、

奇しくも死なずに済んだ、もし死んでいれば確実に靖国神社に合祀されていたという加藤さ

んや関さんなど４人の人たちに 「もし自分が合祀されているとしたら、今、どのように考、

えているか」を書いてもらったのです。靖国神社への合祀がイヤだと思っているのは原告だ

けではないことを、当たり前のことながら、改めて確認しました。

みなさんも「靖国合祀イヤです訴訟」と共に闘う会に、｢私もイヤです！｣の思いを寄せて

ください。遺族の方たちはもちろんですが、遺族に限りません。｢イヤです！通信｣に掲載で

きるものについては掲載（掲載する場合は必ず事前に確認します）し、できるだけ多くの人

たちとともに「私もイヤです！」の思いを共有し、もう靖国神社に｢喜んでいる｣とは言わせ

ないようにしたいと思います。

原稿は、１０００字以内。送り先は、｢イヤです！通信｣の表紙にある市民共同オフィスＳ

ＯＲＡ宛てに郵送か、或いはホームページのアドレスへメールで。

お便り待っています。

書いてみて！
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安岡健一

自分の父方の祖父（ ）が靖国1912-1945.7.31
神社に合祀されているということを知ったの

は、まだ幼い頃だった。子どものころは、祖

父は戦争で亡くなったのだなと漠然と思って

いただけだった。その後、たくさんの学ぶ機

会を得ることができ、戦争を批判的に捉える

ようになった。とはいえ、そうした侵略戦争

への批判と、靖国神社合祀への批判というこ

とは、重なりつつもずれている部分がある。

それは靖国神社合祀という問題が、自分個人

の家族

の経験と密接に関係しているからだろう。

はじめて靖国神社を訪れたのは 年だっ2001
た。そこで私は正式な名称などはわからない

が、何かの儀式がとりおこなわれているのを

目の当たりにした。はじめてみるその儀式は

何か厳格な雰囲気を持ち、強い印象を私に与

えた。そのとき同時に、帰省するごとに目に

していた、祖父の位牌へ手を合わせる祖母の

姿が心にうかんだ。そこに一切の賛美や顕彰

の感情はなかった。神社での儀式が荘厳であ

ればあるほど、私にとって、その両者の隔た

りがかえって違和感として意識された。その

後 「片親」の子どもを差別し続けてきた日本、

社会で生きてきたことの苦しさの一端を、酔

った父からもれ聞いたときにも、あの儀式の

情景が、父の話をきいて私が感じた悲しみと

どこか相容れないものとして再び浮かんだ。

しかし、こうしたことは個人的なものに思え

たし、人に伝えることを積極的にはせず、う

まく言葉にはできず、澱のように心に残って

いた それぞれの家族ごとで 死をめぐる 引。 、 「

継ぎ」があると思うのだが、祖父について私

が家族たちから受けとったものは、ただ悲し

みだけだったのだ。

それだけに、この訴訟がはじまることを知

ったときには驚いたし興味を持った。そのこ

ろ、祖父のことをもっと知りたくなり、少し

調べてみると、実家の仏壇の引き出しに、祖

父の従軍履歴と、墓石の請求書などがはいっ

ていた。墓石の請求書の日付は 年のもの1951
1946 9となっている。祖父の戦死の通知は 年

月 日付でなされている。そこから数年間、23
残された家族はどのような思いで「待って」

いたのだろうか。少なくない遺族に共通して

いると思われる、このただ待ち、ようやくお

墓をたてることを決意したその重みと、この

訴訟を通じて全貌が明らかにされてきた、機

械的に合祀処理を全国の官僚システムを動員

して遂行した国家との間には、けっしてゆる

がせにしてはいけない隔たりがあるように思

う。

、 、年明けに子どもが生まれ 私も父親になり

祖父が亡くなった年へ近づいている。もし今

後とも遺族の希望に関係なく合祀が継続され

つづけるならば、やはり父が私にそうしたよ

うに、いつか子どもに曽祖父があの神社に合

祀されていることも伝えなければならないだ

ろう。あれは特定の宗教法人が勝手にやって

いることだから、として伝えなければそれで

すむだろうか？それは無理というものだ。そ

して、それは望ましくないことだ。靖国神社

を中心とする死への称賛を拒否し、自分の存

、 、 「 」在に連なる人の生を その死を その 過ち

を、難しいだろうけれども伝えていくことを

私は選びたい。

判決が迫っている。次の世代、そのまた次

の世代も射程に入れた、 年後の社会でも100
通用する、過去と未来の重みに耐える判決を

わたしたちは勝ち取ることができるだろう

か？「かえせこの手に」の言葉を胸にそのと

きにのぞみたい。

世代を超えて

勝ち取らねばなら

ないもの

靖国合祀

私もイヤです

《１》
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《２月》

◆２月控訴審に参加できず、残念でしたが、早急

に当日の意見書をお送りくださってありがとうご

ざいました（長野 ）T.M
（ ）◆いつもニュース有り難うございます 伊丹 T.M

◆あの映画を観て、初めて知りました。あのデッ

チアゲ神社のイカサマぶりをみて「祭神」が日本

刀であったということ。そしてかってのように“

日の丸と日本刀”で国中をせんしたことを

（京都 ）W.K
《３月》

◆日本敗戦迄は私たちは一人の人権を持つ人間で

はなく天皇の臣民として天皇の為と命を投げ出す

事を当然視された時代の人間として育った。その

ため行った犯罪を功績と認める靖国合祀は絶対反

。 （ ）対です 人格を持つ一人の人間として 金沢M.H
◆毎号有益な情報を有り難うございます。日頃深

く考えてこなかったこと、たくさん気づかされて

います。８２才肝臓癌で４回手術をうけましたが

まだまだ死ねません。アジア訟団の勝利までは！

（金沢 ）Y.K
【事務局より】ほんまですね！ともにがんばりま

しょう！

◆２月２日の準備書面あの５編の陳述書は心に響

きました。いかめしい法服を着て高い壇上から見

下す裁判官たちがきちんと弁論を聞き、書証を読

んでいるのか心許ないです。でも「靖国」に異議

ある人々が広汎におられるのがわかり、共に闘う

道が原告・弁護団・事務局の皆さんの努力によっ

て切りひらかれているのがありがたいです。カン

パ送ります（住吉区 ）M.T
◆あらゆる点から考えて、歴史的にも、時代的に

も「いのち」を回復すること、世界を核戦争で終

わらせることを阻止する点でも、人の真心を通す

上でも、この裁判は勝たなくてはならないものと

確信します（京都 ）K.A
◆頑張ってください。応援しています（長浜 ）S.G
◆古川さん、身体大切にしてね。少し私は弱って

年賀もつくりませんでした（池田 ）K.T
◆闘って居られる皆さんに敬意を表します。共に

頑張りましょう（金沢 ）H.K
◆心ばかりの応援です（松原 ）F.K
◆手元不如意少額悪しからず（豊中 ）O.H
◆私も裁判官も思想の質、主体の質が問われるの

ですね（広島 ）S.D
◆いつも記録しているつもりなのですが、前回い

くら送金したのかのメモが見つかりません。会費

を滞納しているようでしたら、ご多忙のところ恐

れ入りますがお知らせ下さい。とりあえず 年2010
分として会費・カンパを納めます（新潟 ）M.K
【事務局より】会費有り難うございます。前回は2

008年8/16に３０００円の入金がありました。

◆川柳 ・坂の上の雲復活じゃ又戦（いくさ）

・靖国はさらば九条新世紀 （河内長野 ）K.E
《４月》

◆心の中で、そして時々人に話をすることで応援

しております。経済的にも身体的にも大阪に行く

ことはむずかしくなりました。申し訳ありません

（東京都 ）S.M
◆戦後、この国は「帝国日本」復権を執拗に画策

してきたが まだ正面切って 軍 派兵 政教 一、 、「 」 、 「

致」には至っていない、と見ることもできるかな

ぁ（愛知 ）S.I
◆国家権力によって「人殺し」をさせられ 「神」、

と祀られるのはいたたまれません（岡山 ）S.U
◆「在特会」や「主権回復会」による民族差別、

排外主義の暴言、暴行が繰り返されたり、大阪府

知事の民族差別を煽動するごとき言動 そして 高。 「

校無償化制度」からの朝鮮学校除外という政権に

よる民族差別。侵略戦争の反省がきちんとなされ

ていないために生じるこの社会の歪みを正してい

く闘いが靖国訴訟です。共に頑張りたいと思いま

す（枚方 ）O.G.K
◆共に闘う！（新潟 ）E.S
◆靖国神社・護国神社は軍国神社です。憲法９条

にそぐわない軍国神社は廃止すべきです

（京田辺市 ）K.M

おたより
一筋縄では行かない気候ですね。

健康にはくれぐれも気をつけてくだ

さいね。

たくさんのお便り、カンパありがと

うございます
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2010平和の灯火を！
ヤスクニの闇へキャンドル行動

８・１４ キャンドル行動予定
◆ 日時 ８月１４日（土）

時 分開場、 時開始13 30 14

◆ 場所 社会文化会館ホール

（ 「 」 ）地下鉄 永田町 下車徒歩８分

◆ シンポジウム 時 分～ 時 分14 15 16 15
＊報告１ 植民地支配とヤスクニ

高橋哲哉（東京大学教授）

＊報告２ ヤマトの琉球支配ー沖縄戦と

ヤスクニ

（ ）石原昌家 沖縄国際大学教授

＊報告３ 韓国併合 年とヤスクニ100
李錫兌（韓国・真実と未来

国恥 年共同事業推進委員100
会共同代表）

＊報告４ 日帝の台湾支配とヤスクニ

（ ）高金素梅 台湾・立法院議員

◆ コンサート＆被害者証言

時 分～ 時 分16 30 18 30
コンサート 権海孝さん、ソン・ビョンヒ

さん（韓国）ほか

＊被害者証言 韓国 台湾 沖縄 日本

の遺族

◆ キャンドル・デモ

（ 時～、社会文化会館出発）19
◆参加協力券 １０００円

＊＊賛同もよろしく＊＊

★

お

問

い

合

わ

せは以下実行委員会まで

平和の灯火を！ヤスクニの闇へ

キャンドル行動実行委員会

連絡先： 四谷総合法律事務所

03-3355-2841 03-3351-9256Ｔ： Ｆ：

00140-3-446364郵便振替 口座番号

口座名 ｷｬﾝﾄﾞﾙ行動 内田雅敏

インフォメーション

ご 紹 介
（約４０ページほど）年二回発行の小冊子

「反天皇制市民１７００ネットワーク」

この通信には掲載しきれない、靖国訴訟関連の

記事やその原告たちのインタビュー記事などをそ

の時々に掲載しています。

関連記事を少しご紹介します。興味のある方はぜ

ひ購入ください。

◆小さな村の鎮守の森に「忠君愛国の四２５号

字を滅するにあり」の碑文あり（山内小夜子）

◆冨樫慶子作品集より「還りませぬ君を２６号

想う・遅すぎた英断」◆見失った「浄土」大逆事

件 年の年に高木顕明さんを偲んで（山内小夜100
子 ◆連載：よき人々との出会い１ 古） （２７号

川佳子）◆砂川市の神社敷地無償貸与は違憲（菱

木政晴） （７月中発行予定）◆連載：よ２８号

き人々との出会い２（古川佳子）◆大逆事件百年

・幸徳秋水らの天皇観（田中伸尚）◆『空っぽの

』神に奪われたいのち―私の天皇・ヤスクニ体験ー

（加藤敦美）◆等々

頒布各号 ５００、靖国訴訟事務局までFAXでお申￥

し込みください ０６－７７７７－４９２５




